別紙２　
　　　令和　年度　高知県土佐茶生産強化事業（品質向上）実施計画（又は実績）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　特徴あるお茶づくりにかかる概要
　ア　現況及び課題
　イ　特徴のあるお茶づくりによる茶産地への効果（数値目標があれば記入してください。）
　（目標）
ウ　事業内容
　具体的な取組
　　１）茶の生産・販売計画（又は実績）（令和　年度）
	新たな茶
	実証ほの面積
	生産量
	生産した茶葉の使途
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　　２）新たな茶生産による効果
　
	従来の取り組み
	新たな茶生産による取組の効果
	備考

	　　　　　　　　　　円/ｋｇ
	　　　　　　　　　　　円/ｋｇ
	

	
	
	


※実績の提出時は、領収書等の支出が分かる書類等を添えてください。
２　茶園の若返りに係る概要

　
　土佐茶振興計画の目標達成に向けた茶園の若返りへの取組面積
	NO.
	生産者名
	筆数
	取組内容（予定・実績）
	実施日

（予定・

　実績）
	改植及び

新植での

品種名

	
	
	
	台切り
(㎡)
	改植
(㎡)
	新植
(㎡)
	中切り
(㎡)
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計面積（㎡）
	
	
	
	
	
	
	


★記載上の留意事項

　１）同一の生産者で複数の取組内容のある場合は取組内容（台切り、改植、新植、中切り）ごとに段を分けて記載。また、同一の取組が複数筆となる場合は筆数を記入。

２）実施する茶園が借地の場合

　　・利用権を設定すること。なお、利用権の申請予定であれば対応可能とし、事業完了までに利用権を設定すること。

・また、耕作者が販売権まで有している「特定農作業受委託」の書面契約でも可能。

３）支援内容及び対象面積の算定方法について

支援内容は以下のとおりとし、支援対象面積の範囲は、畦畔、枕地、法面等茶が植栽されていない面積を含まない。

　　　ア）改　植：茶樹を伐採し、抜根又は枯死させた後、新たに植栽した面積（ただし、伐採した面積が上限）

イ）新　植：茶樹を畑地等へ新たに植栽した面積

ウ）台切り：茶園の地際部から地上約15センチメートルまでの高さで茶樹を切断する面積

エ）中切り：茶園の地際部から地上約50センチメートルまでの高さで茶樹を剪枝する面積

４）実施計画提出に必要な資料

・借地の場合は、２）に示した書類

・筆ごとの面積測定に用いた資料

・筆ごとの若返り対策実施前の写真（撮影日、面積等を記載）

５）実績報告時の確認事項及び資料

・茶園の若返りの取組が確実に実施された面積（計画と異なる場合は、その理由及び面積測定に用いた資料を提出・様式自由）

　　・筆ごとの若返り対策実施後の写真（撮影日、面積等を記載）

６）実施年から３年後までの実施状況報告

　　・若返り実施後の管理状況把握のため、事業実施主体は実施後３年間は別記第７号様式により達成状況を毎年７月31日までに提出すること。

　
３　防霜施設の導入に係る概要
ア　防霜施設の導入の必要性（現状と課題）
　
イ　整備による効果
ウ　整備計画（又は実績）
	実施予定（実績）

	防霜施設を整備する
茶園の住所
	整備
面積
（㎡）
	若返りの

同年度

実　施

有→○

無→×
	一番茶生葉出荷量（ｋｇ）

	
	
	
	設置前

実　績
	設置翌年

目　標

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計面積（㎡）
	
	
	
	


　　※茶園の若返りの同年度実施「○」の茶園は、一番茶生葉出荷量の設置翌年目標の記載は不要
注１）添付資料
・防霜施設整備の図面等
　　　　　・茶園と周囲の状況が分かる撮影日を記載した写真（計画：工事前、実績：工事後）
　　　　２）防霜施設整備後の効果を把握するため、事業実施主体は設置翌年の７月31日までに別記第７号様式により達成状況報告を提出すること。
　　　　　　ただし、茶園の若返りと防霜施設設置を同年度に実施する茶園では、事業実施主体は設置３年後まで、別記第７号様式により達成状況報告を毎年７月31日までに提出すること。
４　茶工場への品質向上機器の導入に係る概要
ア　整備予定（実績）
	導入組織名
	

	導入機種名
	


　
　イ　実績及び目標
	
	導入前実績
	導入翌年目標

	茶生産農家（戸）
	
	

	
	うち利用農家（戸）
	
	

	茶栽培面積（㎡）
	
	

	
	うち利用面積（㎡）
	
	

	荒茶生産量（kg)
	
	

	荒茶販売額（千円）
	
	


　　　　
※添付資料等
・導入機械整備計画の図面等
・導入状況が分かる撮影日を記載した写真（計画：導入前、実績：導入後）
・荒茶の品質向上効果を確認するため、事業実施主体は設置翌年の７月31日までに
別記第７号様式により、達成状況報告を提出すること。
